
地域防災力の向上のための支援策
「とよなか防災アドバイザー派遣制度」

豊中市
危機管理課

制度の概要

　豊中市は、地域の自主防災力
を向上させるため、気象防災アド
バイザーや防災士などの防災の
専門家を自主防災組織や自治会
などに派遣する「とよなか防災ア
ドバイザー派遣制度」を令和元年
11月から開始しました。
　制度構築に当たっては気象庁
及び大阪管区気象台にも相談し、
防災の知識を兼ね備えた気象の
専門家として気象庁が育成し、
大阪管区気象台など地域の気象
台と連携しながら活動している気
象防災アドバイザーの中から、本

事業の主旨に賛同をしてくれた方
を、「とよなか防災アドバイザー」
とすることにしました。気象庁か
らも、気象防災アドバイザー活用
に係るパイロット事業として注目
をいただいています。
　「とよなか防災アドバイザー」
として、気象予報士会の防災啓発
事業の統括者や気象庁に37年間
にわたり勤めていたOB、ラジオ
放送での気象解説をしている気
象会社の現役社員など現在4人の
方がおります。
　校区自主防災組織や自治会、P

TAなどから派遣要請を受け、地
区防災計画や避難訓練のシナリオ
策定、気象情報の上手な使い方、
地震や水害・土砂災害からの避
難などについて講義や助言を行っ
ています。
　近年、全国的に水害リスクも大
きくなっている中、防災気象情報
など、専門性のある人材を地域に
派遣することで、校区自主防災組
織等が地域の特性に応じて、より
組織的な防災対応を図れるよう、
今後とも、本制度をもとに支援し
ていきたいと考えています。

〇派遣の様子

目的
気象や防災の専門家が地域に出向き、
地域での防災や災害対応、防災気象情報の活用方法などを解説し、
校区自主防災組織や自治会など地域の自主防災力を向上させる。

派遣条件
①防災意識を高めることを目的とする研修会など
②校区自主防災組織、自治会、管理組合、PTAなどが主催
③対象となる研修会などの参加者が25人以上
④１回につき２時間以内

令和
元年度の実績
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研修等を実施5

講演会等の内容調整

・主催者とアドバイザーが、講演会等の内容について直接調整。
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主催者へ決定通知

・実施日時、派遣するアドバイザーの確定を口頭で伝える。

3

アドバイザーへ講師依頼等

・市は、申請内容を審査の上、アドバイザーと日程調整。
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①アドバイザーの派遣申請

・主催者は、派遣申込書（様式第1号）に必要事項を記載し、
　講演会等の開催予定日の概ね2箇月前までに市（危機管理課）に提出。
※申込を受付けた後、防災アドバイザーと調整を図るため、開催のタイミングについては余裕を持って申し込んでいただく。
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申請から実施までのフロー

主催者

校区自主防災組織等

申込受付・調整

豊中市危機管理課

研修・訓練等

研修会、後援会、訓練

防災アドバイザー

専門家

アドバイザーの
派遣申請
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● 編集協力・デザイン ● 編集後記
今号の特集は、「日本の水害と土砂災害」につい
て特集いたしました。水害に関する日頃の備えや、
避難についての情報、そして記憶にも新しい台風
被害時の対応等についてです。「ぼうさい」の中
で紹介した内容以外にも詳しい内容が内閣府が
公表しているパンフレット等にも記載されておりま
すのでそちらもぜひご一読いただきたいです。ま
た、防災意識を高めていただくため、デザインも
一新させていただきました。これからも皆様にとっ
てわかりやすい誌面にしたいと思いますので、ご
意見・ご感想お待ちしております。

敷島印刷株式会社
printed in Japan

● 印刷・製本
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ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、FAXにてお寄せください。

 

防寒シートの用意などの指示が 
書かれた「実行イベントカード」を
加え、その指示を生徒が実際に
行うという工夫をしました。
この他にも、近隣の保育所、

小学校、中学校との共同避難訓
練、炊き出しや備蓄品の持ち出し
訓練、非常食となる山野草「防災
植物」の調理などの様々な防災活
動を行ないました。
こうした活動が評価され、大方

高校は平成 31年 2月、防災教育
チャレンジプランの「防災教育優
秀賞」を受賞しました。
同校教諭の浦田友香さんは、

チャレンジプランの活動を通じて、
生徒の意識や行動に変化が現れ
たと話します。
「様々な人との交流で、コミュ
ニケーション能力が高まりました。
また、多くの人に感謝されること
で自信がつき、自分は社会のため

に何ができるのかを考えるように
なりました。」
同校は平成 31年に再びチャレ

ンジプランに採択され、高齢者や
障害者などの要配慮者を受け入れ
る福祉避難所を想定したHUGの
作成、視覚・聴覚障害者が参加 
した防災訓練、同校オリジナル
の「防災カルタ」を使った小学校
での出前授業など、さらに活動の 
幅を広げました。その結果、令和
2年 2月に「防災教育特別賞」を
受賞しました。
「地域の高齢者からは、『若い
人がこんなに住民のことを考えて
くれているのなら、自分たちも 
頑張らなければ』といった声も 
上がっています。若者の地域への
影響力は非常に大きいです。これ
からも、地域の人たちに信頼され
る生徒を育てていきたいです」と
浦田さんは話します。

（画像提供：すべて  大方高等学校）
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● 編集後記
今号の特集は、阪神・淡路大震災から25年

が経過した兵庫県の現在の取組みを取り上
げました。災害が激甚化するなか、私たち一人
ひとりが災害の状況やリスクを把握し、適切な
避難行動ができるようにすることが求められ
ています。また、高齢者や障害者といった、自
力では避難が難しい人をどう支えるかも大き
な課題です。防災は、行政だけではなく地域
のさまざまな人が協力し合い、地域全体で取
り組むことが重要です。皆さんも、この機会に、
身近な防災の行事に参加するなど、家庭内・
地域の防災について、考えてみませんか。

大方高校の体育館でHUGを実践する生徒 大方高校と、近隣の保育所、小学校、中学校
との共同避難訓練

防災カルタを使った小学校での出前授業 炊き出しの訓練
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ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、FAXにてお寄せください。
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